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　このページでは、市民の皆さんの活躍
やまちの話題などを紹介しています。
　身近な話題や、広報紙についての意見
を、秘書広報課までお寄せください。

今月今月ののこの人この人

強く杵を振り下ろしていました。
当日は、小学校の先生や地域支援
員も参加。大人の迫力あるもちつ
きを間近に見た園児から大きな歓
声が沸き起こっていました。
　つきたてのもちは、先生たちが
熱いうちに丸め、きなこや砂糖醤
油で味付け。園児は「おいしい！」
「めっちゃのびる」と声を弾ませ、
出来たての味を楽しんでいました。
　ヴーファム・トゥエ・ラムちゃ
ん（６）は、「杵が重かったけど楽
しかった。きなこのおもちが甘く
ておいしかった」と笑顔で話して
いました。

　12月16日、南ケ丘保育園の３歳
児から５歳児37人がもちつきを体
験。一足早く正月気分を楽しみま
した。
　この行事は、園児に季節の行事
や日本の風習を体験してもらおう
と毎年実施されています。
　もちつきは、代表して５歳児が
つき手に挑戦。「よいしょー、よ
いしょー」の掛け声に合わせて力

　全３カ所のコーナーが設けられ
た会場で、特に人気だったのは体
を動かして遊べる大型遊具のコー
ナー。巨大トランポリンや大きな
ブロックを使った組み立て遊び、
回転運動を楽しめる大きな筒状の
エア遊具「サイバーホイール」な
ど、全身を使って、のびのびと遊
びに興じる子どもの姿が見られま
した。

　参加した内藤睦
む

月
つき

くん（１）の父親
は「子どもと一緒
に遊べる場所が身
近にあると親も嬉
しい。これからも
いろんなことをさ
せてあげたい」と
話していました。

　12月13・14日、子育て支援セン
ター「あいあいポケット」にて「フ
ァミリープレイランド2025」が開
催。２日間で282人が来場し、会
場に楽し気な親子連れの歓声が響
きました。
　同イベントは、様々な玩具に触
れ、親子で楽しく遊んでもらうこ
とを目的として、毎年開催されて
います。
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ります。そして、令和７年に
はランニングの仲間と明石海
峡大橋から大阪市内までの約
50kmを走破しました。
　「誰かのためになるような
ことがしたい」と看護師時代
に社会福祉も勉強し、定年後
はボランティア活動に尽力さ
れています。
　さらに、60歳を機に始めた
俳句は毎月20句以上を作りま

　「『50歳でホノルルマラソン
を走る』と何気なく口にした
ら、息子や夫が背中を押して
くれた」とマラソンを始めた
きっかけを語る岩佐和子さん。
　500ｍを走る練習から徐々
に距離を伸ばし、１年後のホ
ノルルマラソンを５時間20分
で完走。「お祭りみたいに楽
しく、仲間ができ、次の大会
へつながり続けている」と語

す。「毎日、石清水八幡宮ま
で歩き四季折々の句材を授か
っている。体調や食事には気
を付けており、80歳を超えた
現在も健康なのはありがた
い。マラソンも俳句も良き仲
間と指導者に巡りあえたこと
に感謝」と、笑顔で語ります。

「人との巡りあいに感謝」80歳代ランナー

　本コーナーでは、市にゆか
りのある人物や団体を紹介し
ています。詳しくは、市ホー
ムページまたは秘書広報課へ。
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手をつないでゴールする親子

３km種目を完走した大城市長（左
から２人目）と川田市長、「はまぽん」

一斉にスタートを切るランナー

　12月７日、2025八幡市民
マラソン大会が市民スポー
ツ公園を発着点に開催。市
内外から参加した1634人が
晴天に恵まれた市内を駆け
抜けました。
　同大会は、市スポーツ協
会や市などで構成された大
会実行委員会が主催。ハー
フマラソン、10㎞ 、３㎞ 、２
㎞ のコースを、性別や年齢
別の15種目に分け実施され
ました。また沿道からの応
援もランナーの背中を後押
しし、大会を盛り上げてく
れました。
　ゲストランナーとして北

京五輪代表で摂南大学陸上
競技部ヘッドコーチの竹澤
健介さんが３年連続出場
し、10㎞ 種目をランナーと
交流しながら力走をサポー
ト。同大学陸上競技部の皆
さんもボランティアとして
大会を 支えてくれました。
　さらに８月に本市と友好
都市協定を結んだ愛媛県八
幡浜市の大城市長と八幡浜
ちゃんぽんＰＲキャラクタ
ーの「はまぽん」は大会会
長の川田市長と一緒に３
kmを完走。ゴール後には
喜びを分かち合っていまし
た。
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「おいしい！」
「めっちゃのびる」


